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彙
報
（
二
〇
一
九
年
度
） 

  

†	

教
員
関
係 

 

二
〇
一
九
年
度
新
規
兼
任
講
師
（
哲
学
専
攻
設
置
科
目
） 

 

源
河
亨
兼
任
講
師
（
担
当
科
目
「
心
と
身
体
の
哲
学
」
） 

 

田
中
一
孝
兼
任
講
師
（
担
当
科
目
「
西
洋
思
想
研
究
」
） 

二
〇
二
〇
年
三
月 

 

垣
内
景
子
教
授
退
職 

 

†	

学
生
関
係 

 

二
〇
一
九
年
四
月 

 

第
二
期
と
し
て
四
十
七
名
入
学
。 

 

二
年
次
に
二
名
編
入
。 

 

†	

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
な
ど 

  

二
〇
一
九
年
六
月
十
五
日 

 

特
別
授
業
「
井
筒
俊
彦
の
旅
程

―
「
シ
ャ
ル
ギ
ー
（
東
洋
人
）
」

上
映
会
と
講
演
会
」 

登
壇
者 

安
藤
礼
二
氏
、
バ
フ
マ
ン
・
ザ
キ
プ
ー
ル
氏 

明
治
大
学
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス 

リ
エ
ゾ
ン
棟 

Ｌ
９
教
室 

二
〇
一
九
年
六
月
二
十
二
日 

第
五
回
哲
学
相
談
研
究
会
「
哲
学
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
倫
理
」
（
企
画

：
哲
学
相
談
研
究
会
、
共
催
：
大
阪
大
学
Ｃ
Ｏ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ

ー
、
日
本
哲
学
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
学
会
、
明
治
大
学
文
学
部
心
理
社

会
学
科
哲
学
専
攻
） 

 

報
告
者
：
永
井
玲
衣
氏
、
神
戸
和
佳
子
氏
、
松
川
絵
里
氏 

大
阪
大
学
Ｃ
Ｏ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー 

Ｃ
Ｏ
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ

＋
明
治
大
学
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス 

第
一
校
舎 

〇
〇
三
教
室 

二
〇
一
九
年
七
月
十
四
日 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
「
日
本
研
究
」
の
脱
構
築
」
（
主
催
：
一
橋
大
学

言
語
社
会
研
究
科
、
共
催
：
明
治
大
学
文
学
部
） 

 

登
壇
者
：
リ
チ
ャ
ー
ド
・
カ
リ
チ
マ
ン
氏
、
合
田
正
人
、
藤
本
一
勇

氏
、
井
上
間
従
文
氏 

 
明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス 

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ロ
ン
ト 

四
〇

二
一
教
室 
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二
〇
一
九
年
七
月
十
五
日 

 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
差
別
の
倫
理
学
×
言
語
学
×
社
会
学
」
（
主
催
：

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
差
別
の
倫
理
学
×
言
語
学
×
社
会
学
」
を
主
催

す
る
会
、
共
催
：
明
治
大
学
文
学
部
心
理
社
会
学
科
哲
学
専
攻 

登
壇
者
：
明
戸
隆
浩
氏
、
池
田
喬
、
和
泉
悠
氏
、
朱
喜
哲
氏
、
仲
宗

根
勝
仁
氏
、
堀
田
義
太
郎
氏 

 

明
治
大
学
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス 

第
一
校
舎 

四
〇
二
教
室 

二
〇
一
九
年
十
月
十
九
日 

 

明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
公
開
文
化
講
座
「
こ
と
ば
と
政
治
：
い

ま
哲
学
は
人
間
を
ど
う
問
う
て
い
る
の
か
」 

 

登
壇
者
：
森
一
郎
氏
、
西
山
雄
二
氏
、
古
田
徹
也
氏
、
池
田
喬 

 

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス 

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ロ
ン
ト 

グ
ロ

ー
バ
ル
ホ
ー
ル 

二
〇
一
九
年
十
一
月
二
十
二
日 

	
C

olloque: Les concepts de la philosophie japonaise
䥹U

niversité 

Paris-N
anterre IR

ePh

主
催
、
明
治
大
学
他
共
催
） 

登
壇
者
：T

hierry 
H

O
Q

U
E

T
, 

Sim
on 

E
B

E
R

SO
LT

, 
SH

IN
O

 

Y
oshinobu, 

G
Ô

D
A

 
M

asato, 
K

A
K

IU
C

H
I 

K
eiko, 

K
U

R
O

D
A

 

A
kinobu, 

B
O

A
G

LIO
 

H
aruko, 

M
U

R
A

M
A

T
SU

 
M

asataka, 

M
ichael LU

C
K

E
N

 
U

niversité Paris-N
anterre, B

âtim
ent Sim

one V
eil, F352 (Paris) 

二
〇
一
九
年
十
二
月
十
四
日
、
十
五
日 

	
International C

onference: E
ast A

sian Philosophy, Past, Present, 

and 
Future

（
主
催
：International 

Society 
of 

E
ast 

A
sian 

Philosophy

䥺 

	

基
調
講
演
者
：LIN

 
C

hen-kuo, 
G

O
D

A
 

M
asato, 

E
dw

ard 

SLIN
G

E
R

LA
N

D
  

	

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス 

リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー 

 

†	

そ
の
他 

 

二
〇
一
九
年
十
月 

M
eiji Institute of Philosophies (M

IPs) 

発
足
（
明
治
大
学
特
定
課

題
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
） 

共
同
研
究
者
：
志
野
好
伸
（
代
表
）
、
合
田
正
人
、
垣
内
景
子
、
池

田
喬
、
坂
本
邦
暢
、
林
永
強
氏
（
獨
協
大
学
） 

          

 


